
 

 

          

二
松
学
舎
大
学
人
文
学
会 

第
一
二
一
回
大
会 

要
旨
集 

 
 



 

2 

 

大
会
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

  

1 1:
5 0 

 
 

 
 

 

開

会

挨

拶 

 

〈

研

究

発

表

〉 

1 2:

0 0

～

1 3:
3 0 

発

表

者

①

～

③(

鈴

置

拓

也

氏

、

パ

ク

・

ヨ

ン

ソ

ン

氏

、

金

子

亮

太

氏)
 

〔

1 0

分

間

休

憩

〕 

1 3:

4 0

～

1 5:

1 0 

発

表

者

④

～

⑥(

陳

越

氏

、

陳

坤

氏

、

張

月

氏)
 

〔

2 0

分

間

休

憩

〕 

 

 

〈

座

談

会

〉 

1 5:

3 0

～

1 6:

0 0 

登

壇

者

に

よ

る

報

告 

 

〔

５

分

間

休

憩

〕 

1 6:

0 5

～

1 6:

2 5 

座

談

会 

〔

1 0

分

間

休

憩

〕 

1 6:

3 5

～

1 6:

4 5 

質

疑

応

答 

 

1 6:

4 5 
 

 
 

 
 

閉

会

挨

拶 

 

 
 



 

3 

 

鈴

置 

拓

也 
 

文

学

研

究

科 

博

士

後

期

課

程 

中

国

学

専

攻 

一

年   

【

研

究

発

表

題

目

】 

井

上

哲

次

郎

「

支

那

哲

学

史

」

を

通

し

て

見

る

夏

目

漱

石

「

老

子

の

哲

学

」 

 

【

発

表

要

旨

】 

本

発

表

で

は

、

帝

国

大

学

文

科

大

学

英

文

学

科

二

年

の

夏

目

漱

石

が

、

井

上

哲

次

郎

の

東

洋

哲

学

史

の

講

義

を

聞

い

て

執

筆

し

た

と

さ

れ

る

論

文
「

老

子

の

哲

学

」
と

、
二

松

学

舎

大

学

に

所

蔵

さ

れ

る

井

上

哲

次

郎

の

講

義

録
「

支

那

哲

学

史

」
を

比

較

し

、
漱

石

の

論

文

が

井

上

の

講

義

の

影

響

を

強

く

受

け

て

い

た

こ

と

を

明

ら

か

に

す

る

。 

「

支

那

哲

学

史

」

は

、

こ

れ

ま

で

公

に

さ

れ

る

こ

と

が

な

か

っ

た

た

め

に

、

従

来

の

漱

石

研

究

で

は

論

じ

ら

れ

る

こ

と

は

な

か

っ

た

が

、
講

義

の

時

期

及

び

老

子

に

関

す

る

記

述

が
「

老

子

の

哲

学

」
と

重

な

っ

て

い

る

。
し

た

が

っ

て

両

者

を

比

較

す

れ

ば

、
複

雑

難

解

で

体

系

的

で

な

い

老

子

の

思

想

を

論

理

的

に

再

構

成

し

た

と

い

う

従

来

の

「

老

子

の

哲

学

」

に

対

す

る

評

価

が

、

実

際

に

は

井

上

の

講

義

へ

向

け

ら

れ

る

べ

き

も

の

で

あ

る

こ

と

が

分

か

る

。
例

え

ば

、
老

子

の

思

想

を
「

道

」
に

よ

っ

て

一

元

的

に

論

じ

、

そ

の

「

道

」

を

c
o

s
m

o
lo

g
y

と

結

び

付

け

て

理

解

す

る

と

こ

ろ

な

ど

は

、

既

に

井

上

の

講

義

録

に

見

ら

れ

る

。 

両

者

を

比

較

検

討

し

、

井

上

の

老

子

講

義

の

特

徴

を

明

ら

か

に

す

る

と

と

も

に

、

漱

石

が

そ

こ

か

ら

影

響

を

受

け

た

点

、

及

び

そ

の

講

義

を

踏

ま

え

た

上

で

な

さ

れ

た

彼

独

自

の

老

子

に

対

す

る

見

方

を

考

察

し

て

い

く

。

さ

ら

に

そ

の

後

の

漱

石

に

と

っ

て

同

論

文

が

も

っ

た

意

義

に

つ

い

て

も

言

及

し

た

い

。 
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パ

ク

・

ヨ

ン

ソ

ン 
 

文

学

研

究

科 

博

士

後

期

課

程 

国

文

学

専

攻 

三

年  

【

研

究

発

表

題

目

】 

夏

目

漱

石

『

夢

十

夜

』
「

第

九

夜

」

論

―

「

御

父

様

は

何

処

」

へ

― 

 

【

発

表

要

旨

】 

 

『

夢

十

夜

』
「

第

九

夜

」

の

「

若

い

母

」

は

夜

中

に

子

供

を

背

負

っ

て

八

幡

宮

へ

赴

き

、

戦

争

で

連

絡

が

途

切

れ

た

夫

の

無

事

を

祈

る

こ

と

を

し

て

い

る

。

背

中

の

子

供

が

拝

殿

前

の

「

鈴

の

音

」

で

目

を

覚

ま

し

て

泣

き

出

す

と

い

う

記

述

と

、

祈

念

し

続

け

る

「

若

い

母

」

の

イ

メ

ー

ジ

が

読

む

者

に

象

徴

的

な

印

象

を

与

え

る

。

こ

の

「

若

い

母

」

は

、

次

の

小

説

『

三

四

郎

』

の

「

汽

車

の

女

」
と

類

似

し

た

イ

メ

ー

ジ

を

持

つ

。
大

連

へ

出

稼

ぎ

に

行

っ

た

夫

を

待

つ
「

汽

車

の

女

」
は

、
小

説

の

冒

頭

で

三

四

郎

と

同

じ

宿

の

部

屋

に

泊

ま

る

が

、

そ

の

際

に

宿

の

外

で

「

鈴

の

音

」

が

出

る

子

供

用

の

「

玩

具

」

を

買

い

、
「

が

ら

ん

が

ら

ん

」

と

い

う

音

を

鳴

ら

す

。
『

夢

十

夜

』

の

「

若

い

母

」

と

『

三

四

郎

』

の

「

汽

車

の

女

」

は

、

夫

の

不

在

と

「

鈴

の

音

」

の

イ

メ

ー

ジ

で

結

び

つ

い

て

い

る

の

で

あ

る

。

そ

し

て

ま

た

、

四

年

後

の

小

説

『

彼

岸

過

迄

』

で

は

、

森

本

と

い

う

夫

ら

し

き

人

物

が

登

場

す

る

。

本

発

表

は

、
「

第

九

夜

」
に

登

場

す

る

女

性

の

形

象

が

、
『

三

四

郎

』
と
『

彼

岸

過

迄

』
と

に

再

登

場

す

る

こ

と

に

注

目

す

る

。
『

三

四

郎

』
、

『

彼

岸

過

迄

』

の

冒

頭

部

分

は

「

第

九

夜

」

と

戦

争

を

背

景

に

し

て

い

る

こ

と

で

共

通

す

る

。
『

彼

岸

過

迄

』

に

登

場

す

る

眉

毛

の

濃

い

、

時

々

眉

を

八

の

字

に

寄

せ

て

人

に

物

を

い

う

「

若

い

母

」

の

持

っ

た

傘

も

夫

の

不

在

と

関

連

を

似

て

い

よ

う

。

漱

石

に

お

け

る

戦

争

の

問

題

を

考

え

る

た

め

、

女

と

そ

の

家

族

の

形

象

を

追

っ

て

み

た

い

。
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金

子 

亮

太 
 

文

学

研

究

科 

博

士

前

期

課

程 

国

文

学

専

攻 

二

年  

【

研

究

発

表

題

目

】 

セ

カ

イ

系

の

変

奏

と

し

て

の

『

デ

ー

ト

・

ア

・

ラ

イ

ブ

』

―

―

シ

リ

ー

ズ

の

長

期

化

と

そ

の

困

難

へ

の

ア

プ

ロ

ー

チ 

 

【

発

表

要

旨

】 

文

・

橘

公

司

、
イ

ラ

ス

ト

・

つ

な

こ
『

デ

ー

ト

・

ア

・

ラ

イ

ブ

』
シ

リ

ー

ズ

は

二

〇

一

一

年

三

月

か

ら

シ

リ

ー

ズ

が

刊

行

さ

れ

、

二

〇

二

〇

年

三

月

刊

行

の

二

二

巻

を

も

っ

て

本

編

が

完

結

し

た

ラ

イ

ト

ノ

ベ

ル

作

品

で

あ

る

。
『

デ

ー

ト

・

ア

・

ラ

イ

ブ

』

は

、

二

〇

〇

〇

年

代

に

流

行

し

た

「

セ

カ

イ

系

」

の

要

素

を

有

す

る

と

同

時

に

、

二

〇

〇

〇

年

代

後

半

か

ら

二

〇

一

〇

年

代

の

ラ

イ

ト

ノ

ベ

ル

の

流

行

で

あ

る

「

ハ

ー

レ

ム

系

」
（

一

人

の

男

性

に

複

数

の

女

性

が

好

意

を

抱

い

て

い

る

）

の

要

素

を

持

つ

作

品

で

も

あ

る

。

ラ

イ

ト

ノ

ベ

ル

は

売

上

至

上

主

義

的

な

側

面

が

強

く

、
そ

の

主

力

は

シ

リ

ー

ズ

も

の

で

あ

る

と

さ

れ

て

い

る

が

、
「

セ

カ

イ

系

」
の

作

品

群

は

シ

リ

ー

ズ

も

の

と

し

て

展

開

す

る

こ

と

の

困

難

が

指

摘

さ

れ

て

い

る

。

ま

た

『

デ

ー

ト

・

ア

・

ラ

イ

ブ

』

で

は

、
「

セ

カ

イ

系

」

で

描

か

れ

る

純

愛

的

な

物

語

構

造

と

「

ハ

ー

レ

ム

系

」

の

物

語

構

造

が

両

立

し

て

描

か

れ

る

が

、

本

来

二

つ

の

構

造

は

互

い

に

矛

盾

し

た

性

格

を

有

す

る

。 

本

発

表

で

は
『

デ

ー

ト

・

ア

・

ラ

イ

ブ

』
に

お

い

て
「

セ

カ

イ

系

」
の

構

造

を

持

ち

な

が

ら

シ

リ

ー

ズ

化

さ

せ

る

と

い

う

困

難

な

課

題

が

、
「

ハ

ー

レ

ム

系

」

の

物

語

構

造

の

導

入

に

よ

っ

て

乗

り

越

え

ら

れ

て

い

っ

た

こ

と

を

明

ら

か

に

す

る

。

ま

た

、

対

立

す

る

物

語

構

造

の

融

合

と

い

う

新

た

に

生

じ

た

困

難

を

取

り

上

げ

、

作

品

固

有

の

構

造

と

そ

の

現

代

的

な

意

義

と

に

つ

い

て

考

察

し

て

い

く

。 
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陳 

越 
 

文

学

研

究

科 

博

士

後

期

課

程 

中

国

学

専

攻 

二

年  

【

研

究

発

表

題

目

】 

明

代

中

央

宿

泊

施

設

会

同

館

の

一

研

究 

 

【

発

表

要

旨

】 

明

代
（

一

三

六

八-

一

六

四

四

）
は

中

国

史

上

に

お

い

て
「

万

邦

来

朝

」
の

盛

況

を

呈

し

た

時

期

で

あ

る

。
そ

の

時

代

像

を

描

く

史

料

と

し

て

、
『

明

会

典

』
『

明

史

』

な

ど

官

撰

史

料

の

ほ

か

、

近

年

来

、
『

笑

雲

入

明

記

』
『

初

渡

集

』
『

再

渡

集

』

の

よ

う

な

域

外

個

人

記

録

も

注

目

を

浴

び

て

い

る

。 

本

発

表

で

は

明

代

外

交

制

度

を

支

え

た

、

首

都

に

置

か

れ

る

宿

泊

施

設

で

あ

る

会

同

館

を

め

ぐ

り

、

考

察

を

試

み

る

。 

会

同

館

に

関

す

る

先

行

研

究

は

少

な

く

な

い

が

、

ど

れ

も

自

国

の

範

囲

内

に

お

け

る

研

究

に

留

ま

る

傾

向

が

強

い

。

例

え

ば

、

張

雲

飛

の
「

明

朝

会

同

館

研

究

」
は

域

外

の

史

料

に

は

殆

ど

言

及

せ

ず

、
ま

た

村

井

章

介

編
『

日

明

関

係

史

研

究

入

門

』
に

取

り

上

げ

ら

れ

た
「

南

京

・

北

京

の

会

同

館

」
も

中

国

の

文

献

に

は

あ

ま

り

触

れ

て

い

な

い

。
し

か

し

、
国

の

枠

を

こ

え

て

、
よ

り

深

く

広

い

視

野

で

研

究

し

な

け

れ

ば

そ

の

全

体

像

は

見

え

て

こ

な

い

。 

今

回

は

中

国

側

の

資

料

と

遣

明

使

策

彦

周

良

が

残

し

た
『

初

渡

集

』
な

ど

を

利

用

し

て

、
会

同

館

の

設

置

、
沿

革

、
機

能

を

考

察

し

、
そ

れ

が

設

置

さ

れ

た

意

義

と

そ

の

限

界

、
さ

ら

に

そ

の

変

遷

か

ら

見

た

外

交

政

策

の

変

化

を

探

る

こ

と

を

試

み

る

。
そ

し

て

、

「

対

外

貿

易

」
「
政

治

外

交

」
「
文

化

交

流

」
が

行

わ

れ

た

会

同

館

が

明

代

外

交

の

動

態

の

縮

図

と

な

っ

て

い

た

こ

と

を

描

き

た

い

。 
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陳 

坤 
 

文

学

研

究

科 

博

士

後

期

課

程 

中

国

学

専

攻 

二

年  

【

研

究

発

表

題

目

】 

古

賀

侗

庵

と

昌

平

黌

に

お

け

る

史

学 

 

【

発

表

要

旨

】 

古

賀

侗

庵

（

一

七

八

八

～

一

八

四

七

）

は

寛

政

三

博

士

の

一

人

で

あ

る

古

賀

精

里

の

三

男

で

あ

り

、

文

化

六

年

（

一

八

〇

九

年

）

に

昌

平

黌

（

昌

平

坂

学

問

所

）

の

御

儒

者

見

習

と

な

っ

て

以

来

、

そ

の

歿

年

ま

で

幕

臣

子

弟

・

諸

藩

遊

学

者

の

教

育

に

従

事

し

た

。

そ

の

学

問

は

広

く

経

史

子

集

を

網

羅

し

、

と

り

わ

け

史

学

の

造

詣

に

深

く

、

昌

平

黌

の

教

育

に

お

い

て

も

経

学

だ

け

で

な

く

史

学

に

も

及

ん

で

い

る

。 

昌

平

黌

に

お

け

る

史

学

は

、

林

家

二

代

鵞

峰

の

寛

文

六

年

（

一

六

六

六

）

に

経

義

、

史

学

、

詩

文

、

博

読

、

皇

邦

典

故

の

五

科

に

学

問

分

野

を

分

け

て

か

ら

歴

史

科

が

初

め

て

独

立

し

た

。

侗

庵

が

儒

官

を

務

め

た

第

八

代

林

述

斎

の

時

代

に

お

い

て

も

、
『

左

伝

』
『

史

記

』
『

前

後

漢

書

』
『

通

鑑

綱

目

』

な

ど

の

史

書

は

基

本

的

な

教

科

書

と

し

て

取

り

上

げ

ら

れ

、

昌

平

黌

の

学

問

吟

味

の

試

験

問

題

に

も

史

書

は

頻

繁

に

登

場

し

て

い

る

。

侗

庵

は

文

化

十

四

年

（

一

八

一

七

年

）

か

ら

昌

平

黌

の

稽

古

所

に

お

い

て

「

左

伝

会

」

の

講

義

を

始

め

、
『

左

伝

』

を

用

い

た

教

育

に

取

り

組

ん

で

い

た

。 

本

発

表

で

は

、
『

昌

平

坂

学

問

所

日

記

』
、
「

学

院

試

題

」

及

び

侗

庵

の

漢

詩

文

等

に

基

づ

い

て

、

侗

庵

が

昌

平

黌

に

お

い

て

ど

の

よ

う

に

史

学

教

育

に

参

与

し

、

そ

れ

が

ど

の

よ

う

な

特

色

を

持

っ

た

か

に

つ

い

て

考

察

を

試

み

、

侗

庵

の

学

問

に

お

け

る

史

学

の

位

置

づ

け

、

お

よ

び

幕

末

の

昌

平

黌

に

お

け

る

史

学

教

育

の

意

義

に

つ

い

て

も

検

討

し

た

い

。
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張 

月 
 

文

学

研

究

科 

博

士

後

期

課

程 

中

国

学

専

攻 

二

年  

【

研

究

発

表

題

目

】 

日

本

に

お

け

る

于

右

任

の

受

容

に

つ

い

て 

―

于

右

任

書

の

収

蔵

と

書

展

を

通

し

て 

 

【

発

表

要

旨

】 

于

右

任(

一

八

七

九

～

一

九

六

四

年)

は

近

代

中

国

名

書

家

の

一

人

と

し

て

、

書

の

規

範

化

、

大

衆

化

に

お

い

て

大

い

に

力

を

入

れ

て

お

り

、

特

に

草

書

の

普

及

の

た

め

に

創

立

し

た

「

標

準

草

書

」

は

大

き

な

影

響

を

も

た

ら

し

た

。

日

本

に

お

い

て

も

于

右

任

書

関

連

の

刊

行

や

于

右

任

書

作

の

収

蔵

と

書

展

が

活

発

に

行

わ

れ

て

い

る

。

し

か

し

、

こ

れ

ま

で

日

本

に

お

け

る

于

右

任

関

連

文

献

の

ほ

と

ん

ど

は

于

右

任

そ

の

人

と

書

に

つ

い

て

概

要

的

な

紹

介

を

行

う

も

の

で

あ

り

、

于

右

任

書

の

日

本

に

お

け

る

受

容

に

関

し

て

研

究

は

必

ず

し

も

充

分

と

は

言

え

な

い

。

本

研

究

で

は

、

于

右

任

書

の

収

蔵

と

書

展

に

つ

い

て

考

察

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

日

本

に

お

け

る

于

右

任

受

容

の

一

断

面

を

明

ら

か

に

し

た

い

。

具

体

的

に

は

、

ま

ず

日

本

に

お

け

る

于

右

任

書

の

収

蔵

の

状

況

を

整

理

し

、

于

右

任

の

書

作

は

中

国

大

陸

、

台

湾

、

日

本

の

間

で

時

代

と

と

も

に

流

動

し

て

お

り

、

そ

の

収

蔵

自

体

が

こ

の

三

地

に

お

け

る

文

化

交

流

史

の

一

部

分

と

な

っ

て

い

る

こ

と

を

示

す

。

そ

の

う

え

で

、

日

本

で

開

催

さ

れ

た

于

右

任

書

展

に

つ

い

て

二

〇

一

四

年

の

「

当

代

の

草

聖

于

右

任

回

顧

展

」

を

例

と

し

て

挙

げ

な

が

ら

解

説

し

、

あ

わ

せ

て

于

右

任

書

展

に

あ

た

っ

て

の

日

本

人

書

家

の

評

価

を

取

上

げ

て

概

観

し

、

書

展

を

通

じ

て

于

右

任

そ

の

人

と

書

は

日

本

の

書

界

か

ら

も

大

い

に

認

知

さ

れ

、

評

価

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

こ

と

を

明

ら

か

に

す

る

。 

  


